
人
ひ
と
り

の
興
味
・
関
心
な
ど

に
合
わ
せ
て
、
幅
広

い
科
目
を
履
修
で
き

る
よ
う
に
な
って
い
ま

す
」
と
ラ
ラ
ッ
タ
教
授
は
紹
介

す
る
。

学
生
に
新
た
な
発
見
や
気
づ

き
を
与
え
る
た
め
の
イ
ベン
ト

も
積
極
的
に
行
わ
れ
て
い
る
。

「
年
１
回
開
催
し
て
い
る
『
ダ
イ

バ
ー
シ
ティ
デ
ー
』
は
、
留
学
生

が
主
体
と
な
り
、
学
生
た
ち
が

様
々
な
国
や
文
化
に
触
れ
、ｉ
Ｃ

Ｌ
Ａ
の
多
様
性
を
知
っ
て
も
ら

う
こ
と
を
目
的
と
し
た
イ
ベン

ト
で
す
。
出
身
国
の
食
べ
物
や

文
化
を
紹
介
し
た
り
、
イ
ン
タ

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

の
ほ
と
ん
ど
を

英
語
で
行
う
こ

と
で
す
。
少
人

数
ク
ラ
ス
で
、

ディ
ス
カ
ッ
シ
ョン
や
ディ
ベ
ー

ト
を
取
り
入
れ
た
講
義
を
行
っ

て
い
ま
す
。
学
生
寮
で
も
、
食

堂
で
も
、
英
語
が
日
常
会
話
に

な
り
ま
す
。
日
本
人
学
生
に
と

っ
て
も
、
日
本
に
い
な
が
ら
留
学

し
て
い
る
よ
う
な
学
習
環
境
を

得
ら
れ
ま
す
」（
ラ
ラ
ッ
タ 

教

授
）。
一
方
で
、
留
学
生
向
け
の

日
本
語
教
育
に
も
力
を
入
れ
て

お
り
、
基
礎
か
ら
上
級
ま
で
レ
ベ

ル
に
応
じ
た
日
本
語
が
習
得
で

き
る
と
い
う
。

英
語
で
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
を
学

ぶ
山
梨
学
院
大
学
な
ら
で
は
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
特
色
も
あ
る
。

「
18
歳
の
学
生
は
入
学
時
に
何
を

学
び
た
い
か
、
ま
だ
は
っ
き
り
し

て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
本
学
で

は
、
入
学
後
す
ぐ
に
メ
ジャ
ー
を

選
択
す
る
の
で
は
な
く
、
学
生
一

ｉ
Ｃ
Ｌ
Ａ
は
15
年
に
設
立
さ

れ
た
が
、
以
後
、
着
実
に
実
績

を
積
み
重
ね
て
い
る
。
山
梨
学

院
大
学
が
進
め
る
「
全
学
的
国

際
化
」や
、「
30
プ
ロ
ジェ
ク
ト（
２

０
３
０
年
ま
で
に
学
生
・
教
員
・

職
員
の
外
国
人
比
率
と
、
全
授

業
科
目
の
う
ち
外
国
語
で
行
う

授
業
の
割
合
を
そ
れ
ぞ
れ
30
％

に
引
き
上
げ
る
取
り
組
み
）」
で

は
、
中
心
と
な
っ
て
牽
引
し
て

き
た
。ｉ
Ｃ
Ｌ
Ａ
で
は
現
在
、
専

任
教
員
の
約
７
割
が
外
国
人
教

員
、
学
部
生
の
約
９
割
は
留
学

生
が
占
め
る
と
い
う
。
留
学
生

の
国
籍
は
50
以
上
の
国
と
地
域

に
及
ぶ
。
多
く
の
留
学
生
か
ら

選
ば
れ
る
理
由
は
ど
こ
に
あ
る

の
か
。

「
ｉ
Ｃ
Ｌ
Ａ
の
大
き
な
特
徴
は

ラ
ッ
タ
教
授
は
次
の
よ
う
に
振
り

返
る
。「
大
き
な
教
室
で
対
面
式

の
授
業
が
行
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
た
だ
し
、
そ
れ
に
よ
っ

て
授
業
の
質
を
落
と
し
て
は
な

ら
な
い
と
考
え
ま
し
た
。ｉ
Ｃ
Ｌ

Ａ
は
少
人
数
ク
ラ
ス
で
の
学
生

参
加
型
の
講
義
に
特
徴
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
を
ど
う
維
持
す
べ

き
か
、カ
リ
キュ
ラ
ム
や
シ
ラ
バス
、

評
価
制
度
を
見
直
し
ま
し
た
。

ま
た
、
24
年
４
月
か
ら
は
新
た

に
心
理
学
の
メ
ジ
ャ
ー
（
専
攻
）

を
設
置
し
、
イ
ン
タ
ー
ディ
シ
プ

リ
ナ
リ
ー
・
デ
ー
タ
・
サ
イ
エ
ン

ス
の
メ
ジ
ャ
ー
も
新
設
し
ま
す
。

こ
れ
は
学
生
の
ニ
ー
ズ
、
社
会
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
も
の
で
す
が
、

こ
れ
に
も
１
年
以
上
の
時
間
を

か
け
て
準
備
し
ま
し
た
」

様
々
な
国
か
ら
留
学
生
が
集
い

多
様
性
を
学
ぶ
機
会
を
提
供

ｉ
Ｃ
Ｌ
Ａ
は
、
外
国
人
留
学

生
の
比
率
が
約
９
割
と
い
う
ユ
ニ

ー
ク
な
学
部
だ
。
コ
ロ
ナ
禍
で

は
外
国
人
留
学
生
の
入
国
が
規

制
さ
れ
た
が
、
２
０
２
３
年
４

月
に
は
政
府
の
水
際
対
策
が
終

了
し
、
多
く
の
留
学
生
が
キ
ャン

パス
に
戻
っ
て
き
た
。

副
学
部
長
の
ロ
ザ
リ
オ
・
ラ

准
教
授
）。
国
際
的
な
舞
台
で

同
大
学
の
学
生
が
力
を
発
揮
し
、

結
果
を
出
し
た
こ
と
は
意
義
深

い
。
学
生
に
と
っ
て
も
大
き
な
自

信
に
つ
な
が
っ
た
に
違
い
な
い
。

日
本
の
国
際
競
争
力
低
下
が

懸
念
さ
れ
る
中
、
ア
ン
ト
レ
プ
レ

ナ
ー
教
育
が
注
目
を
集
め
て
い

る
。
幸
野
准
教
授
は
「
様
々
な

社
会
課
題
を
自
分
の
ア
イ
デ
ア

や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョン
を
通
じ
て
解

決
し
た
い
と
考
え
る
人
材
を
育

て
た
い
で
す
ね
。
そ
の
た
め
に
は

周
り
の
人
を
説
得
す
る
コ
ミ
ュニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
も
必
要
で
す
。

本
学
の
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ

プ
教
育
を
さ
ら
に
推
進
す
る
た

め
、ⅰ
Ｃ
Ｌ
Ａ
や
経
営
学
部
で
Ｕ

Ｎ
Ｍ
と
の
交
換
留
学
を
行
い
、

ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
人
材
を
育
成

す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
構
築
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
」
と
展
望
を

語
る
。
今
後
、
同
大
学
か
ら
輩

出
さ
れ
る
人
材
に
も
大
い
に
期

待
が
か
か
る
。

Ｍ
）
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に

よ
り
、Ｕ
Ｎ
Ｍ
の
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク

ー
ル
の
１
つ
で
あ
る
イ
ノ
ベー
シ
ョ

ン
・
ア
カ
デ
ミ
ー
の
起
業
家
育

成
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
山
梨
学
院
大

学
の
学
生
が
参
加
し
て
い
る
。

「
英
語
が
得
意
で
な
い
学
生
も
、

必
死
に
な
っ
て
勉
強
を
し
、
ピ
ッ

チ
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

貴
重
な
体
験
が
で
き
た
と
語
る

学
生
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
」

と
幸
野
准
教
授
は
そ
の
狙
い
を

話
す
。

参
加
す
る
だ
け
で
な
く
、
優

れ
た
成
果
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。

「
Ｕ
Ｎ
Ｍ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
ア
カ

デ
ミ
ー
と
Ｕ
Ｎ
Ｍ
レ
イ
ン
フ
ォ
レ

ス
ト
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ズ
が
共

催
す
る
ピ
ッ
チ
コ
ンペ
ティ
シ
ョン

で
、
本
学
の
学
生
２
名
が
最
高

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
」（
幸
野

で
な
く
、
多
様
な
文
化
背
景
を

持
つ
学
生
た
ち
が
学
び
合
う
国

際
共
修
の
機
会
を
提
供
す
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
る
と
い
う
。

同
大
学 

カ
レッ
ジ
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー 

副
セ
ン
タ
ー
長
の
幸
野
邦

男
准
教
授
は
、
米
国
の
大
学
を

卒
業
し
ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

に
携
わ
っ
て
き
た
経
験
を
持
ち
、

ス
ポ
ー
ツ
や
健
康
と
ア
ン
ト
レ
プ

レ
ナ
ー
（
起
業
家
）
育
成
を
結

び
付
け
る
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

「
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
は
、
単

に
事
業
を
起
こ
せ
る
人
材
と
い

う
だ
け
で
な
く
、
リ
ー
ダ
ー
シッ

プ
や
協
調
性
、
リ
ス
ク
への
対
応

力
な
ど
の
能
力
も
大
き
な
特
徴

で
す
」と
、幸
野
准
教
授
は
語
る
。

「
私
が
担
当
す
る
ゼ
ミ
で
は
、

経
営
学
部
や
法
学
部
の
学
生
に

ピ
ッ
チ
（
投
資
家
な
ど
に
短
時

間
で
新
し
い
ア
イ
デ
ア
や
商
品

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
）
を
英

語
で
行
う
と
い
っ
た
講
義
も
あ

り
ま
す
。
学
生
に
は
、
失
敗
し

て
も
い
い
の
で
、
新
し
い
挑
戦
を

し
て
ほ
し
い
と
言
っ
て
い
ま
す
」

（
幸
野
准
教
授
）

さ
ら
に
実
践
的
な
講
義
も
行

わ
れ
て
い
る
と
い
う
。
米
国
ニュ

ー
メ
キ
シ
コ
大
学
（
以
下
、Ｕ
Ｎ

教
育
に
力
を
入
れ
る
大
学
で
構

成
さ
れ
る
『
ア
ジ
ア
リ
ベ
ラ
ル
ア

ー
ツ
大
学
連
合
（
Ａ
Ａ
Ｌ
Ａ
Ｕ
）』

に
メ
ン
バ
ー
と
し
て
参
加
し
て
お

り
、
23
年
に
は
Ａ
Ａ
Ｌ
Ａ
Ｕ
の
学

長
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
ｉ
Ｃ
Ｌ
Ａ
で
主

催
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
グ
ロ

ー
バル
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
活
用

し
な
が
ら
、ｉ
Ｃ
Ｌ
Ａ
で
の
リ
ベ

ラ
ル
ア
ー
ツ
教
育
を
さ
ら
に
革

新
的
に
向
上
さ
せ
て
い
き
た
い

で
す
」
と
ラ
ラ
ッ
タ
教
授
は
力

を
込
め
る
。

米
国
の
コンペ
ティ
ション
で

同
大
学
の
学
生
が

最
高
賞
を
受
賞

山
梨
学
院
大
学
の
「
全
学
的

国
際
化
」
は
、
語
学
教
育
だ
け

ラ
ク
テ
ィ
ブ
な
ゲ
ー
ム
な
ど
を

通
じ
て
、
多
様
性
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
年
２

回
行
っ
て
い
る
『
Ｇ
Ａ
Ｌ
Ａ
』
と

呼
ば
れ
る
イ
ベン
ト
で
は
、
学
生

が
音
楽
、
芸
術
な
ど
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
行
い
ま
す
」（
ラ
ラ
ッ

タ
教
授
）

い
ず
れ
の
イ
ベン
ト
も
、
英
語

で
多
様
な
文
化
に
触
れ
る
こ
と

が
で
き
る
と
、
留
学
生
か
ら
も

日
本
人
学
生
か
ら
も
好
評
だ
。

開
催
後
は
参
加
者
の
ア
ン
ケ
ー

ト
な
ど
を
基
に
学
生
に
フィ
ー
ド

バッ
ク
も
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
現
在
約
70
の
大
学
と

協
定
を
結
ん
で
お
り
、
海
外
の

他
大
学
と
の
つ
な
が
り
も
ｉ
Ｃ

Ｌ
Ａ
を
特
徴
づ
け
る
。「
本
学
は
、

ア
ジ
ア
各
国
の
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ

(上)「ダイバーシティデー」では、留学生が出身国の
文化などを紹介

(下)学生が音楽演奏などのパフォーマンスを行うイベ
ント「ＧＡＬＡ」

UNMレインフォレスト・ピッチ・コンペティションで
最高賞（ジャッジズチョイスアワード）を受賞

AD

お問い合わせ 山梨学院大学　山梨県甲府市酒折2-4-5　055-224-1234　https://www.ygu.ac.jp/

多
様
性
に
富
む
環
境
の
中
で
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
を
育
む

山
梨
学
院
大
学
は
大
学
の
改
革
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て「
全
学
的
国
際
化
」
を
掲
げ
、
グ
ロ
ー
バル
人
材
の
育
成
に
力
を
注
い
で
い
る
。

２
０
１
５
年
に
設
立
さ
れ
た
国
際
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
学
部
（
以
下
、ｉ
Ｃ
Ｌ
Ａ
）
は
、
そ
の
取
り
組
み
を
リ
ー
ド
す
る
存
在
だ
。

ま
た
、
全
学
的
国
際
化
の
一
助
と
し
て
、
海
外
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
の
制
度
も
用
意
さ
れ
て
お
り
、
多
く
の
学
生
が
参
加
し

て
い
る
。
同
大
学
が
進
め
る
グ
ロ
ー
バル
人
材
育
成
の
実
態
に
迫
っ
た
。　
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外国人留学生
カレッジスポーツセンター
副センター長

幸野 邦男准教授

国際リベラルアーツ学部
副学部長

ロザリオ・ララッタ教授

89.5％

日本人学生
10.5％

国
際
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
学
部
を
中
心
に

「
全
学
的
国
際
化
」を
推
進

iCLAに所属する
日本人学生・外国人留学生
在籍比率（2024年4月現在）
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日本
10.5%
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梨
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大
学


